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残そう、自然の宝石箱・のりくら

くらがね通信 乗鞍岳と飛騨の自然を考える会

No.82（夏号）

2021 年 7月 25 日発行
http://iidalaw.net/norikura.html

新型コロナウイルスのパンデミックは、未だ、収束の気配を見せず、当会の運営もまま
ならぬ状態が続いています。
新型コロナは、エボラ出血熱のようなアフリカの奥地で発生した伝染病ではなく、大都
市武漢を起点としています。そして、国境を越え、瞬く間に、世界中の大都市へと拡大し
ました。
それは、自然破壊や、技術の革新によって従来の国や地域といった物理的な垣根を超え、
政治・文化・経済などが世界規模で拡大していく、いわゆる「グローバリゼーション」と
は無関係ではありません。
つい最近、集中豪雨で、静岡県熱海市の山中の盛土が崩落し大規模な土石流が発生し、
多くの人命が失われてしまいました。被害者の方々にご冥福をお祈りすることしかできま
せんが、盛土といえば、静岡ではリニア新幹線が大井川 ( 静岡の水瓶 ) の源流域を横断す
ることからリニア開発に反対しています。長野県や岐阜県でもリニアの掘削に伴う大量の
残土が行き詰まり河川敷などが仮置場となっています。私は、もう 1年半以上新幹線に乗
車していません。東京での会議も裁判もすべて IT です。アフターコロナ下では、リニア
は負の遺産にしかならないでしょう。
今こそ、経済効率優先の発想を一から見直し、森林面積を増やし管理することで気候変
動の緩和をすすめるとともに、生物多様性の保全に資する生活設計へとシフトすることを
考える時ではないでしょうか。
高山の観光事業も、今までのような、大量のインバウンドを求めることなく、山間を吹
き抜け木々を揺らす風、川のせせらぎ、鳥のさえずり、瞬く星等から目に見えないエネル
ギーが感じられるような、地産地消、飛騨の魅力を十分発揮させた、細やかで行き届いた
サービスを提供するものであった欲しいものです。

★★★会費納入のお願い★★★
2021 年会費が未納の方には下記口座に早急に納入されるようお願いいたします。
 振込先 乗鞍岳の自然を考える会 
 郵便振替 00800-8-129365 
  年会費 =個人 2,000 円 家族 3,000 円 団体 5,000 円 

今こそ考える時ではないでしょうか
乗鞍岳と飛騨の自然を考える会　会長　飯田　洋
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 ■ 会員を募集しています！　年会費 = 個人 2,000 円  家族 3,000 円  団体 5,000 円

  あなたの知人、友人に入会をおすすめください

  ・ 郵便振替   00800-8-129365　　振 込 先     乗鞍岳の自然を考える会
くらがね通信  第 82 号 ( 夏号 )  2021 年 7月 25日 発行

発行者   乗鞍岳と飛騨の自然を考える会  　〒 506-0055　岐阜県高山市上岡本町 4-218-3　飯田　洋

　　　　　TEL：0577-32-7206 ・  FAX： 0577-32-7207 　 

下記 URL のページからくらがね通信のバックナンバーが閲覧できます。

★ http://iidalaw.net/norikura.html
編集室では皆さんからの原稿、ご意見等をお待ちしています。

 ■ 編集責任者 : 松崎　茂  E-mail : ponykun0428@hidatakayama.ne.jp　TEL：0577-34-4703

      表紙写真提供 : 小池 潜   印刷：山都印刷

乗鞍岳と飛騨の自然を考える会　第 21回総会（書面表決）
新型コロナウイルスの感染拡大に伴い 2021 年の総会は書面表決とさせていただきまし

た。結果につきましては以下の通りご承認をいただきました。会員の皆様にはご協力をい
ただき誠にありがとうございました。

※会員総数 83名（2021 年 1月 31日現在）
 第 1 号議案  2020 年会務・事業報告 賛成 60 反対 0
 第 2号議案  2020 年収支決算報告 賛成 60 反対 0
 第３号議案  2021 年事業計画  賛成 60 反対 0
 第 4号議案  2021 年収入支出予算 賛成 60 反対 0

～当面するスケジュール～
新型コロナウイルの感染が拡大し、予定が立てにくい状況が続いていますが、9月 10

月の行事予定をご案内します。

★アサギマダラマーキング会（チャオ御嶽スキー場跡地）
 9 月 5日（日）（予備日 12日）　
 集合場所：道の駅　ひだ朝日村
 集合時間：午前 9時

★里山こみち・石仏探訪（今回は丹生川町下保）
 10 月 3日（日）
 集合場所：千光寺五本杉駐車場
 集合時間：午前 10時

★★★本のご紹介★★★
本紙にシリーズで乗鞍岳や飛騨の峠についてご寄稿いただいている木下喜代男さんのご

著書『飛騨の乗鞍岳』が３月に発行されました。紙面の都合上詳しくはご紹介できませんが、
内容については木下さんのブログ（5/9 付け山のブログ http://hidanoyama.jugem.jp/）を
ご覧ください。
なお、ブックス・アイオー、田近書店のほか、Amazon でも購入可能です。


